
Lect 2 Exercise

今日のテーマ
1. 集合, 2. 集合の構成法

1-1. すべての整数の集合Zをいろいろな表し方 (具体的に表す, 文章で
表す, 条件で表す)で表せ.

1-2. 集合A, Bに対して、

A ∩ B, A ∪ B, A t B, A − B, A × B

の定義を与えよ。また、部分集合A ⊂ Xに対して, Xに関する補集合
Acの定義を与えよ。
1-3. 部分集合A, B ⊂ Xに対して

A − B = A ∩ Bc

を示せ。
1-4. 集合A, Bに対して以下のことを示せ.

(1) A ⊂ B ⇐⇒ A ∩ B = A.

(2) A − B = A ⇐⇒ A ∩ B = ∅.

1-5. 集合A, B, Cに対して以下のことを示せ。
(1) 結合則

(A ∩ B) ∩ C = A ∩ (B ∩ C),

(A ∪ B) ∪ C = A ∪ (B ∪ C).

(2) 分配則

(A ∩ B) ∪ C = (A ∪ C) ∩ (B ∪ C),

(A ∪ B) ∩ C = (A ∩ C) ∪ (B ∩ C).

1-6. (De Morganの法則) 集合A, B ⊂ Xに対して以下のことを示せ。

(A ∩ B)c = Ac ∪ Bc,

(A ∪ B)c = Ac ∩ Bc.

Hint: つぎのように始めよ.

x ∈ Xに対して

x ∈ (A ∩ B)c ⇐⇒ · · ·

参考 (Russelのパラドックス) 集合Xを

X := {A | Aは集合, A 6∈ A}

と定める. この定義は一見問題がなさそうだが, 実はX は集合とはな
らないことを示せ.

Hint: X ∈ XとX 6∈ Xのどちらが成り立つか?
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